
フ
ラ
ン
ツ
・
ポ
ア
ズ

そ
の
歴
史
の
概
念
に
つ
い
て

堀

虫暑

切
憲

一，

A
序
詑
ー
ー
課
題
。

昌
、
ポ
ア
ズ
の
ル
富
彼
　
王
．
一
…
一
志
丁
九
帯
ド
騨
押
の
入
新
凧
怨
ジ
。
（
以
レ
一
本
號
）

環
、
隣
　
右
　
　
　
　
倉
ー
ア
メ
”
カ
。
イ
ン
ド
入
の
批
鯛
的
調
登
。

禰
四
、
同
　霜
　
　
　
　
3
一
…
一
厭
鵬
ψ
～
薗
…
切
片
識
の
批
鯛
繭
…
☆
り
隷
偽
の
蝿
霜
調
。
　
～
卿
い
的
叩
法
期
の
間
口
灘
脚
。

蹴
、
方
法
工
揃
列
し
の
概
念
。

六
、
「
隊
仙
貞
～
し
の
…
糾
伽
念
－
1
…
こ
て
の
縣
旧
輔
燭
荻
臣
と
一
齢
い
脇
ば
。

七
、
歴
史
的
法
則
性
一
心
弾
學
的
と
嫉
慶
的
。

八
、
心
麗
墨
的
力
法
－
交
穐
の
動
態
約
驕
聯
。
｝
、
の
法
堀
的
転
義
。

繍

㌘蟹｝

　
フ
ラ
ン
ツ
・
ポ
ア
ズ
は
、
彼
の
殆
ん
ど
晩
年
に
近
い
一
九
三
六
年
に
書
か
れ
た
一
論
丈
に
胎
い
て
、
自
己
の
立
場
を
圏
賊
し
て
次
の
如

く
に
語
っ
て
み
る
l
l
－
「
私
が
『
古
い
思
郷
的
な
礁
論
』
と
闘
っ
た
初
期
の
叙
詮
－
1
∴
私
は
現
在
も
爾
ほ
、
わ
れ
わ
れ
の
文
化
か
ら
引
き

出
し
た
範
疇
を
、
見
知
ら
ぬ
他
の
諸
文
化
に
押
し
つ
け
る
こ
と
に
墓
く
新
し
い
思
銚
的
理
論
と
闘
っ
て
み
る
の
で
あ
る
が
一
の
中
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
し

私
ぱ
丈
化
雲
容
（
蔓
、
⇔
戸
二
簿
鐸
二
§
）
と
掃
立
（
＾
躍
塁
◎
三
冨
碁
剛
£
副
）
の
研
究
の
必
要
（
一
八
九
五
）
を
強
調
し
た
：
：
こ
の
や
う
な
歴
典
的

な
方
法
が
既
に
轟
二
品
に
建
設
さ
れ
た
と
考
へ
た
と
き
、
私
は
、
略
、
一
九
一
〇
年
頃
、
丈
化
動
態
、
文
化
の
統
舎
、
及
び
個
人
と
融
・
曾
と

ッ
ラ
ン
ツ
●
ポ
ア
ズ

肌
灘
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欝
晶
隊
購
門
究
　
　
癬
ゆ
翔
熔
拠
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
｛
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
お

の
開
の
相
帯
作
用
、
の
購
題
を
彊
黒
し
初
め
た
の
で
あ
る
。
」
　
こ
の
ポ
ア
ズ
三
身
の
讃
貢
は
、
彼
の
一
世
紀
に
近
い
長
い
生
涯
と
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ち
　
　
や
　
　
も
　
　
つ
　
　
し

多
方
面
に
わ
た
る
複
雑
な
思
惣
・
聖
蹟
と
に
封
し
て
、
盗
難
と
し
て
の
灘
解
を
興
へ
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
極
め
て
示
唆
的
で

あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
ポ
ア
ズ
が
ア
メ
リ
カ
入
興
學
に
猫
自
の
塗
壁
を
驚
き
、
今
日
の
そ
の
繁
榮
を
築
き
上
げ
た
こ
と
は
既
に
岡
く
知
ら
る
る
と
ヒ
ろ
で
あ

る
。
ポ
ア
ズ
蝦
鯛
は
、
二
十
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
人
類
學
に
器
い
て
多
方
颪
の
業
蹟
を
生
み
、
ア
メ
リ
カ
原
士
風
の
具
学
的
・
科
學
的
な
賛

料
を
礁
立
す
る
と
共
に
、
そ
の
方
法
上
並
び
に
理
論
上
の
新
し
い
獲
展
に
寄
愛
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
サ
ゼ
ア
ー
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ワ
イ
ザ

ー
、
ロ
ー
ヴ
ィ
…
、
ラ
デ
ィ
ン
な
ど
、
ポ
ア
ズ
の
門
下
と
し
て
、
破
の
問
題
を
ア
メ
リ
カ
原
単
身
の
夫
汝
の
領
域
に
嚢
展
さ
せ
、
デ
イ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
コ
　

ソ
ン
、
ウ
ィ
ス
ラ
ー
、
ク
腱
i
バ
ー
な
ど
の
研
究
も
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
て
る
る
。
今
世
紀
の
最
初
の
二
十
年
代
は
、
身
躯
學
に

幽
け
る
批
制
的
な
雁
旋
的
研
究
に
閥
し
て
、
賓
に
ポ
ア
ズ
の
世
紀
と
い
ふ
ご
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
ポ
ア
ズ
の
問
題
は
ま
た
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
、
ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ツ
な
ど
の
上
領
耕
馬
を
通
し
て
、
人
輝
學
の
新
し
い
骨
代
の
韓
換

に
深
い
繋
り
を
も
っ
て
み
る
と
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
ベ
ネ
デ
ィ
ク
｝
は
、
部
族
の
単
項
的
な
騰
史
的
研
究
を
墓

礎
と
し
な
が
ら
、
異
質
的
な
諸
文
化
を
夫
丸
の
統
合
的
な
行
動
様
式
の
型
に
從
っ
て
比
較
特
色
づ
け
を
試
み
、
雁
斑
的
な
文
化
が
内
面
的

に
統
合
さ
れ
る
傾
向
、
頂
値
的
に
綜
合
さ
れ
た
丈
化
の
範
型
的
形
態
を
浮
き
彫
り
に
し
、
こ
の
や
う
に
し
て
腿
史
的
文
化
の
統
膿
性
を
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ま
　

理
的
な
關
聯
で
取
夢
上
げ
る
逡
を
拓
い
た
。
こ
の
や
う
に
磁
化
酌
要
素
の
軍
に
外
癒
的
な
結
合
を
辿
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
内
顧
的
統

合
の
機
能
と
動
態
、
諭
び
に
文
化
的
態
度
と
の
鞍
擦
を
明
か
に
し
、
文
化
を
人
聞
存
在
と
の
縮
關
性
の
中
で
理
解
す
る
こ
と
は
、
今
臼
の

人
類
學
に
訟
け
る
新
た
な
る
中
心
的
課
題
と
な
っ
て
み
る
◎
更
に
そ
れ
ば
、
リ
ン
ト
ン
な
ど
に
よ
り
人
車
心
理
學
の
研
究
と
結
び
つ
け
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
　

れ
、
人
類
學
の
領
域
に
賞
讃
酌
・
理
論
的
な
覗
野
を
搬
張
し
た
。
か
く
て
丈
化
は
、
そ
れ
を
受
容
し
浬
関
す
る
個
入
の
渦
程
と
の
縮
關
に

從
っ
て
鋤
態
的
に
把
握
さ
れ
、
入
類
學
の
研
究
は
「
文
化
と
人
絡
し
と
い
ふ
一
般
的
な
課
題
に
塞
礎
を
輿
へ
る
も
の
と
な
る
。
今
日
の
入

電
學
が
所
謂
「
人
聞
關
係
の
科
給
し
に
涛
い
て
中
心
的
な
位
盤
を
占
め
る
に
望
つ
た
析
以
は
、
入
類
學
の
と
の
や
う
な
平
良
を
通
し
て
で
あ



　
　
つ
た
。
三
鶴
十
年
代
以
降
の
入
類
學
は
、
か
か
る
課
題
を
め
ぐ
っ
て
謂
は
ば
新
し
蟻
世
代
に
搬
は
れ
、
今
臼
の
繁
榮
を
維
験
し
つ
つ
あ
る

　
　
の
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
や
う
な
動
向
が
主
著
の
入
．
類
學
に
お
け
る
大
き
な
縛
換
と
な
っ
て
み
る
こ
と
は
（
い
ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ

　
　
が
、
從
來
の
地
域
的
に
限
定
さ
れ
た
聖
典
的
探
求
を
克
服
し
て
、
人
關
的
關
係
の
難
い
覗
野
の
中
に
嵐
ら
の
方
向
を
見
禺
さ
う
と
す
る
人

　
　
類
攣
の
自
分
的
嚢
展
で
あ
る
と
い
ふ
の
も
、
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
、
謂
は
ば
ア
メ
サ
カ
・
イ
ン
ド
入
と
い

　
　
ふ
人
類
概
評
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
経
焉
を
意
味
し
、
新
た
な
る
入
際
的
陰
野
が
開
示
さ
れ
て
き
た
姿
と
も
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
じ
　
　
し
　
　
も

　
　
の
や
う
な
縛
圖
が
ポ
ア
ズ
に
お
け
る
「
よ
夢
多
く
の
導
資
と
よ
り
少
い
理
論
」
の
歴
使
圭
養
の
否
定
に
聴
い
て
威
立
し
た
と
解
す
る
な
ら

　
　
　
ひ
↓

　
　
ぱ
、
そ
れ
は
撒
く
と
も
彼
嵐
気
の
理
論
と
課
題
と
を
正
し
く
把
へ
る
も
の
で
ば
な
い
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
や
う

　
　
な
問
題
縛
換
そ
の
も
の
が
、
ポ
ア
ズ
自
身
の
語
る
如
く
、
彼
の
理
論
に
お
い
て
既
に
準
備
さ
れ
、
そ
の
方
向
が
示
さ
れ
て
み
る
こ
と
を
指

　
　
著
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
や
リ
ン
ト
ン
を
個
人
的
に
結
び
つ
け
る
軍
な
る
ポ
ア
ズ
の
影
響
と
い
ふ
如
き
よ
夢
も

　
　
以
上
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ボ
ァ
ズ
の
批
劇
的
方
法
に
よ
っ
て
取
ウ
上
げ
ら
れ
た
文
化
の
集
約
的
・
統
合
的
研
究
の
中
に
既
に
宿
さ

　
　
れ
て
る
る
見
解
で
あ
る
。
更
に
文
化
に
溶
け
る
梱
人
的
縫
帯
の
補
題
は
、
ポ
ア
ズ
の
丈
化
記
蓮
に
論
い
て
早
く
か
ら
注
霞
、
さ
れ
、
文
化
の

　
　
動
態
的
考
察
の
附
言
が
典
へ
ら
れ
て
る
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
、
ボ
ァ
ズ
の
思
想
の
螢
展
に
お
い
て
、
相
五
に
關
…
聯
づ
け

　
　
る
と
と
を
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
ポ
ア
ズ
の
廃
輿
的
方
法
を
丈
化
動
態
的
な
理
解
と
の
關
聯
に

　
　
乞
い
て
明
払
に
す
る
の
み
な
ら
す
、
ま
た
同
時
に
人
類
學
に
涛
け
る
歴
史
的
嚢
展
の
關
聯
を
統
叫
的
に
理
解
す
る
道
を
辿
る
こ
と
が
で
き

　
　
る
で
あ
ら
う
。
蓋
し
ポ
ア
ズ
の
盛
ん
だ
途
は
、
賢
に
ま
た
ア
メ
リ
カ
訴
額
學
そ
の
も
の
の
焚
展
の
指
標
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
し
か
し
な
が
ら
こ
の
や
う
な
課
題
ぱ
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
庚
に
ポ
ア
ズ
の
最
も
初
期
の
、
學
間
的
五
畜
の
生
ぴ
立
ち
に
食
ま
れ
た

　
　
彼
の
閥
題
と
の
關
聯
の
下
に
照
し
嵐
さ
れ
る
と
き
、
統
一
的
な
展
望
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。
ポ
ア
ズ
の
羅
礎
的
方
法
と

　
　
そ
の
文
化
勤
態
の
理
解
と
の
饗
展
的
關
聯
を
貫
く
と
こ
ろ
の
彼
の
人
類
攣
的
課
題
と
批
剰
晒
態
度
は
、
ポ
ア
ズ
の
熱
間
的
形
域
そ
の
竜
の

糊　
　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ツ
。
ポ
ア
ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

臨
ふ
勘
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暫
學
欝
究
　
鶴
糊
翼
九
號

A
八

の
中
に
生
み
繊
さ
れ
た
畜
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
　
　
然
ら
ば
そ
の
や
う
な
閥
題
形
威
は
何
魔
に
探
ら
る
べ
選
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
如
何

に
し
て
で
あ
る
か
。

　
わ
れ
わ
れ
は
先
づ
ポ
ア
ズ
の
學
問
的
経
歴
の
簡
逆
な
考
察
と
そ
の
業
蹟
の
検
討
か
ら
初
め
な
け
れ
ば
な
ら
．
な
い
で
あ
ら
う
。

識
（
ご
　
ワ
、
鷺
嵩
¢
o
欝
♂
．
・
ぼ
帥
¢
δ
ぞ
黛
妊
響
卿
。
詳
浩
の
ぎ
ン
夷
貯
σ
憶
。
δ
識
量
ン
一
窒
℃
7
1
．
二
．
～
ミ
集
評
ベ
ミ
㌧
、
ミ
ミ
ペ
磁
も
禽
N
＜
り
蘇
、
鳥
ト
％
野
㌧
ミ
鉢
3
回

　
　
　
｝
鰐
グ
ズ
騨
0
0
ピ
簿
障
鮫
二
簿
頓
O
P
＝
島
6
メ
臼
質
憎
ρ
“
¢
戯
¢
博
℃
響
”
嵐
一
）

　
　
　
　
ポ
ア
ズ
の
窟
究
は
．
鵜
質
入
類
墨
か
ら
言
語
・
突
化
の
疲
い
領
域
に
わ
た
っ
た
鰯
…
隅
的
癒
特
殊
開
題
に
つ
い
て
展
開
さ
れ
、
多
敷
の
個
別
約
諭

　
　
　
文
の
寧
に
黄
表
さ
れ
て
み
る
。
そ
し
て
そ
の
見
解
に
は
時
代
的
た
糞
澱
が
あ
り
、
ま
た
聯
i
ヅ
ィ
ー
の
指
勧
す
る
醜
く
、
五
ひ
に
矛
盾
す
る
も
の

　
　
　
窯
募
・
そ
の
綜
獣
的
力
嶋
脇
を
冠
し
く
困
灘
な
ら
し
め
て
み
る
。
し
か
し
そ
劇
は
、
ぶ
ア
ズ
憲
商
的
鎮
静
蒋
接
に
給
び
つ
い
て
み
る
事
栢

　
　
　
で
．
劃
一
し
て
醐
馳
・
な
る
偶
然
で
は
た
い
。
凱
｝
ち
殊
鞭
～
曲
…
な
悶
…
罎
を
一
階
“
に
一
漸
肱
脅
…
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
門
馬
族
的
文
化
に
お
い
て
そ
れ
が
縮
糧
演
h
し
な
い

　
　
　
う
も
に
生
震
の
事
貨
を
蔦
確
に
し
て
お
か
う
と
す
る
、
科
學
的
・
賢
慮
的
な
研
究
方
法
に
照
癒
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
こ
れ
ら
の
墨
蹟
の
う
ち
主
要
な
る
も
の
は
、
　
～
九
四
〇
年
に
畿
菅
さ
れ
た
眠
揚
の
漁
目
物
に
牧
蘇
さ
劇
て
る
る
心
モ
劇
に
よ
つ
♂
、
．
わ
れ
わ
叡
ぱ
、

　
　
　
ポ
ア
ズ
の
焼
鮫
置
旧
古
い
、
わ
．
准
わ
れ
の
眼
に
繍
覧
れ
上
口
な
か
っ
た
論
究
に
も
接
す
る
こ
と
艶
報
一
、
ポ
ア
ズ
．
の
雪
加
心
の
鵜
驚
愚
を
直
接
に
見
る
こ
と
が
で

　
　
　
き
る
・
わ
れ
わ
れ
の
小
論
は
．
從
っ
て
專
ら
こ
の
産
物
の
中
の
諸
｛
饗
を
慈
礎
と
し
て
考
舞
衆
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
物
に
お
い
て
、
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ゐ

　
　
　
わ
れ
が
憲
●
樵
田
の
以
甲
卜
尋
議
引
那
し
た
韻
…
漁
脚
交
“
を
、
便
豪
い
の
驚
め
ポ
ア
ズ
に
よ
る
跨
月
表
の
年
代
に
繰
一
っ
一
」
豫
｝
め
銀
岬
げ
て
お
く
。

　
　
　
　
困
O
o
⑳
が
．
門
7
0
し
。
｛
菱
州
く
O
、
（
い
。
◎
顎
簡
工
）
」
．
り
ひ
ゼ
，
㍗
．
、
≧
♪
画
、
“
・
、
．
や

　
　
　
濡
。
9
φ
．
一
、
ぎ
〉
ぎ
プ
。
「
鐸
ぎ
6
ぴ
幾
堵
磨
g
雪
占
σ
q
7
ゴ
ニ
）
0
8
弓
¢
戸
｝
ぎ
じ
隻
3
甑
厨
寝
¢
o
し
・
σ
三
論
♪
≦
脇
き
鍔
冨
三
一
に
ぎ
吋
1
M
戴
。
…
＝
〆
．
o
⇔
Z
“
ぐ
・
．

　
　
　
ノ
，
9
瞭
b
ソ
囲
簿
吋
5
げ
。
σ
り
μ
Q
Q
Q
9
鮪

　
　
　
一
。
。
三
．
剛
）
一
累
2
μ
ヨ
三
一
〇
欝
◎
門
8
鉱
。
い
㌶
ノ
6
郎
二
二
。
冥
纂
副
ぎ
ω
o
｛
鷹
。
門
3
＞
ヨ
。
膏
2
㌧
ミ
、
，
ミ
、
気
＼
、
、
ミ
、
臨
蓬
馬
、
・
、
黛
5
ト
へ
・
㌔
、
へ
・
鷹
、
・
翠

　
　
　
お
罫
ゴ
μ
。
O
§
’
多
気
圃
茎
§
3
・
ぎ
｝
品
塁
§
長
a
、
§
や

　
　
　
編
◎
○
ゆ
鈴
縛
｝
6
ご
き
一
葺
瓢
。
謬
畑
鼠
酬
｝
答
湾
（
二
三
）
齢
一
ご
瓢
イ
o
a
つ
ひ
。
阜
黛
〉
ゴ
夢
3
づ
。
ご
幾
噛
ひ
蔦
覧
～
、
傷
．
繋
“
卜
乳
．

　
　
　
三
塁
し
藁
き
（
酬
5
｛
｛
三
二
〔
こ
二
三
農
、
門
葺
層
、
恥
七
二
5
り
門
箋
（
葺
ご
扁
ひ
¢
驚
帯
．
一
．
ぎ
ヨ
7
c
鴬
7
｛
笥
一
二
三
ゆ
葺
三
一
G
三
二
掃
託
）
∬
．
ご
・
慧
謡
へ
“
、
“
し
り

　
　
壺
．
、
》
、
㌧
、
ミ
～
、
盛
護
、
～
、
㌻
設
．
聖
ト
へ
き
．
レ
劇
隠
飯
．
”
8
ミ
～
・
鉢

　
　
　
一
⑳
嬢
G
o
き
瓦
ζ
ブ
・
m
＝
嵩
轟
“
一
欝
ソ
貯
蒼
O
（
ゴ
C
【
．
門
嬢
κ
ご
聾
欝
ひ
吋
勘
ミ
，
♪
盤
る
、
．
℃
こ
N
麺
や
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扁
§
・
舅
ζ
塁
；
三
。
均
ぎ
三
奮
琴
コ
嶋
ゴ
ポ
・
く
へ
拶
。
釜
・
二
）
2
げ
賞
、
ぎ
～
釜
・
．
ミ
4
・
気
ミ
・
峯

　
　
．
誉
◎
鈍
．
瞬
」
ダ
ワ
O
匹
6
0
二
一
｝
づ
O
＞
託
へ
概
酬
7
㌻
Z
O
二
ご
〉
一
一
乞
篇
9
ご
一
隅
三
門
ど
劉
り
＼
曝
・
．
、
“
隊
～
、
塾
七
‘
・
訴
．
㍗
．
、
～
・
、
・
、
遥
塾
、
㌧
、
払
へ
”
、
・

　
　
鼠
8
．
幽
p
．
一
’
『
｝
”
三
7
圃
L
ミ
乙
。
男
二
三
『
ゴ
ξ
瑠
～
、
・
・
“
ミ
こ
｝
ミ
、
・
．
．
“
．
～
．
・
、
ミ
・
、
＼
や
雪
雲
・
｝
・
．
，
㍉
、
・
“
㌧
．
怒

　
　
　
§
。
。
．
8
ぞ
ご
＾
き
嘱
」
夢
・
＾
6
つ
碁
妻
無
≧
・
受
・
餅
・
（
琴
β
裟
導
＼
ぎ
・
・
き
嚢
三
＼
、
．
塾
、
黛
・
ハ
「
ン
ミ
ミ
ミ
こ
．
妻
ミ
、
・
・
㍉
、
・
℃
～
こ
響

　
　
扇
ゆ
・
鐸
ヵ
。
く
ざ
〆
＜
。
コ
ぎ
。
一
）
箋
♂
．
．
7
夏
ざ
分
参
．
望
旨
き
喬
．
．
㌦
｛
・
．
ミ
♪
↓
、
篇
、
も
き

　
　
鳳
養
タ
、
肖
ぎ
M
幽
辺
茎
6
ご
ぎ
㌧
〆
壼
．
…
。
§
｝
穿
α
♪
ン
・
～
ミ
N
・
魚
為
き
・
ン
“
・
冠
、
｝
楢
叢
．
ト
．
寒
、
ミ
、
ミ
・
憂
・
黛
…
悌
寒
、
＼
・
聖
嬉
舞

　　

g
葺
ξ
ぎ
疹
忌
・
窺
畢
、
肖
馨
案
・
プ
曳
・
三
髭
・
・
三
。
漏
斗
蚤
つ
季
》
・
ミ
・
ミ
ミ
・
．
N
、
、
・
、
、
，
、
§
き
工
臨
ト
鳶
㌔
，
馬
・
θ
、
、
斗
り
M
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　　

ﾚ
窪
・
ソ
鰍
。
冑
三
）
・
一
三
忌
2
属
・
；
ヨ
・
ユ
3
＞
、
簿
、
・
ミ
・
（
《
三
＼
き
こ
ミ
ミ
・
．
・
．
ミ
誉
、
ミ
（
♂
、
辱
．
・
．
三
～
〉
、
、
、
㍉
・
・
、
．
、
．
．
、
N
、
・
ミ
っ
・

　　

父
ｿ
」
ξ
・
（
霊
隻
…
ご
ζ
；
こ
》
多
三
・
・
。
ρ
）
・
豊
2
、
ミ
…
ご
貯
・
・
ミ
・
ら
、
・
“
▽
、
㍗
三
．
へ
、
ミ
．
・

　
　
黛
。
p
、
｛
．
ぎ
幕
三
2
）
考
艮
。
葛
。
　
ア
↓
簿
・
ミ
；
壼
ご
§
・
壽
‘
・
ぺ
．
さ
ミ
慧
ミ
昏
．
坤
・
三
㍉
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
越
『
り
ぎ
ソ
窪
乏
・
・
臼
量
。
葺
｝
、
㌧
嵐
・
ミ
，
㌦
ミ
ご
ミ
謡
こ
誉
鄭
…
焦
る
、
層
ミ
．
舞

　
　
猛
繋
攣
互
〆
三
。
コ
。
二
）
鋒
一
”
凶
9
♂
ミ
匁
臼
．
ミ
リ
ミ

　　

ﾍ
郵
つ
・
｛
＜
量
…
今
量
・
・
翁
。
噛
罫
藁
ぎ
罫
。
藁
蓑
も
ミ
・
，
ミ
こ
四
＼
・
＼
、
ミ
．
・
。
、
・
ミ
、
§
量
ト
ミ
．
、
㍉
、
、
。
～
駕
％
・

　　

s
§
曾
雛
。
欝
も
3
葺
臼
5
。
；
四
亀
μ
。
（
三
義
葺
7
・
し
・
8
三
。
。
子
星
』
§
・
〉
ぎ
卸
．
ミ
頴
、
・
　
．
…
噛
・
、
深
．
さ
熔
、
卜
＼
）
・
ミ
、
．
塾
．
・

　
　
］
ヨ
ψ
．
コ
ぢ
≧
箋
。
「
〉
・
瓢
一
3
唱
三
。
讐
己
隔
汐
畠
§
・
7
・
重
、
ミ
㍉
、
匁
嵐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　　

?
『
コ
三
ξ
紳
…
（
二
評
二
費
2
三
・
〔
乏
。
蕊
婁
；
霊
・
；
套
・
◎
｝
三
長
》
，
壕
弊
善
ニ
ミ
ミ
ミ
・
さ
ε
、
、
、
こ
§
、
、
へ
・
、
、
気
＼
§
．
、
．
へ
～

ト
ミ
、
・
．
協
条
．
、
蔑
㍗
．
、
・
”

　　

ﾇ
⑪
∂
．
芭
鴇
二
藍
三
所
・
ゴ
急
ぎ
〉
・
琴
。
｛
三
。
婆
ジ
3
・
σ
・
ミ
ミ
・
．
・
．
、
ミ
ミ
・
ミ
ミ
寒
饗
っ
、
藁
9
ξ
鱒

　　

ｱ
紅
ら
の
個
罰
的
醤
二
審
総
と
し
た
ボ
ァ
ズ
の
ム
磁
的
見
解
は
、
一
九
＝
年
に
轟
版
・
蕊
た
、
門
ぎ
暴
言
亀
℃
ヨ
、
・
多
．
。
ン
穿
・
に
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

ー
識
さ
れ
て
み
る
。
こ
の
薯
は
、
そ
の
廷
九
三
九
年
に
蘇
憂
託
A
誌
に
ま
で
藪
を
乖
．
華
．
を
り
、
鴛
て
ポ
ア
ズ
の
完
成
鯖
見
來
の
大
器
饗

へ
へ
瓶
へ
決
定
黎
雛
系
的
見
越
蓑
倒
し
て
み
る
為
と
見
て
難
ひ
寡
・
貌
勲
は
、
♪
、
濡
に
こ
塾
り
の
薯
物
を
ボ
ア
・
宣
饗

鴬
麗
に
瀕
想
し
つ
．
つ
、
そ
加
筆
立
と
影
戌
発
磐
義
た
諸
溢
穐
を
．
直
撃
の
議
譲
畜
購
聯
の
定
韓
季
．
⇔
と
い
ふ
夢
ξ
。
で
あ
ら
．
つ
。

　　

ｻ
し
て
こ
の
や
う
な
論
究
に
お
い
て
、
ポ
ア
ズ
の
全
機
約
見
解
裁
解
に
と
っ
て
、
ポ
ア
ズ
と
親
近
の
甲
ヅ
ィ
回
気
び
に
．
マ
ル
ヂ
ソ
ワ
イ

ザ
ー
の
下
詠
の
婆
憩
は
、
蕨
張
り
鋤
到
な
叙
燕
を
脅
ん
弔
、
み
る
。

フ
ワ
ン
了
求
ア
ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴻
九
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費
畢
醗
兜
　
纂
麟
翼
九
號

館
○

　
　
　
拶
．
溶
同
・
9
～
、
置
．
鷺
δ
罵
簿
。
曙
鼠
剴
ぎ
。
同
。
α
日
野
紀
ゴ
ざ
。
羨
噂
皇
O
こ
。
↓
二
）
酬
）
．
捻
9
9
録
麟
．

　
　
　
〉
．
〉
・
（
㎞
三
（
す
ブ
a
騨
臼
層
い
塾
（
酬
ぎ
α
q
¢
）
三
二
ぴ
＝
酢
δ
毒
気
〉
叫
三
塔
。
剛
）
三
◎
跨
》
．
3
し
c
o
n
…
2
、
一
♂
ぞ
◎
藁
》
ご
二
二
〇
三
。
讐
剛
）
婁
5
・
凱
。
纂
二
、
溢
苓

　
　
嚢
ど
鼠
．
9
，
舅
鍔
ご
ご
鴛
掃
】
o
ρ
魚
ゆ
遣
き
踊
℃
剛
）
．
悉
拶
£
曾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
へ

　
　
　
特
に
前
者
が
ポ
ア
ズ
の
個
刷
納
な
望
見
に
聾
し
て
覇
か
い
批
鰍
か
二
軍
し
つ
つ
、
そ
の
全
韓
の
見
解
に
盤
や
る
花
確
た
見
透
し
な
曝
ム
、
て
を
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
雨
雲
が
ポ
ア
ズ
の
悶
題
蝿
電
と
そ
の
展
開
を
廣
い
覗
野
か
ら
位
置
．
η
け
て
る
る
こ
と
は
、
何
れ
も
具
難
約
六
問
題
に
鍔
や
る
深
い
擾
鱗
と
蝿
解
穴

　
　
し
に
は
及
び
粥
符
ぬ
も
の
を
も
っ
て
み
る
。
蹴
－
瀦
　
に
お
け
る
ポ
ア
ズ
の
理
解
に
と
っ
て
、
多
く
の
示
唆
を
髄
．
っ
て
み
る
こ
と
を
鷺
山
し
て
お
く
。

註
（
一
ご
〉
。
〉
’
〇
三
号
＝
ノ
’
・
魚
器
♪
ズ
8
0
髪
、
寄
畠
決
ぎ
ン
巳
し
ユ
£
剛
一
≧
乙
渥
毛
2
ざ
ミ
ミ
ミ
寄
ヘ
ミ
㌧
」
ミ
ミ
ベ
聴
景
雲
身
き
ミ
N
曳
魯
㌧
ミ
ト

　
　
　
こ
の
論
衣
は
．
ポ
ア
ズ
と
そ
の
「
弗
子
充
ち
し
を
中
心
に
ア
メ
リ
カ
入
学
箪
の
動
向
を
素
描
し
て
み
る
。

註
（
三
）
拶
三
7
切
。
琴
畠
…
（
き
℃
無
｛
臼
泰
鼠
疏
三
｛
霧
ρ
唇
。
◎
距

　
へ
四
）
戸
ど
唱
7
ご
纂
◎
肖
ご
、
ご
ε
も
6
誉
（
ぞ
無
と
ヨ
ご
8
燈
葵
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
（
五
）
O
h
甘
ぞ
“
¢
…
ヨ
”
、
一
、
ぎ
づ
M
3
，
頓
鼠
ヨ
9
ご
〉
箒
ぎ
需
。
（
一
丙
瓢
。
篇
ε
〉
見
ξ
2
×
｝
黄
）
，
＝
慾
窃
二
）
・
き
が

二

　
ポ
ア
ズ
　
（
り
、
曇
崔
膨
多
μ
目
。
◎
軌
G
G
一
お
七
）
は
、
十
九
繰
紀
の
後
篇
、
人
類
學
の
初
期
の
閉
早
し
い
褒
展
が
人
闇
に
關
す
る
新
し
い
知

見
を
櫨
許
し
つ
つ
、
人
類
丈
化
に
勤
す
る
綜
合
的
な
理
論
・
熱
論
を
互
ひ
に
競
ひ
合
っ
た
時
代
の
中
に
、
そ
の
下
問
的
生
涯
を
初
め
た
。

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
と
ボ
ン
で
物
理
學
と
地
理
皐
を
學
ん
だ
こ
の
少
飛
の
學
徒
は
、
地
理
學
繭
な
五
心
か
ら
出
澄
し
て
人
類
學
の
問
題
に
接

近
し
、
　
一
八
八
五
年
に
は
ベ
ル
リ
ン
の
下
命
博
物
館
の
助
手
と
し
て
、
バ
ス
テ
ィ
ア
ソ
、
フ
ィ
ル
ビ
駕
一
の
董
…
滴
に
接
す
る
に
至
っ
た
。

　
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
は
、
営
時
ド
イ
ツ
の
親
類
雄
界
に
斎
い
て
最
高
の
穣
威
で
あ
っ
た
。
周
知
の
如
く
彼
に
よ
れ
ば
、
人
類
學
の
課
題
は
、

入
闇
の
魯
逓
的
な
心
理
學
納
法
刷
に
董
い
て
、
人
麺
の
義
絶
野
里
鹿
の
法
則
を
褒
見
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
入
懸
本
性
の
心
的
統
一
ぱ
入

類
丈
化
の
至
る
所
に
器
い
て
、
贋
謂
「
原
塞
的
思
想
」
た
る
共
遜
の
精
紳
酌
形
態
を
形
成
す
る
。
そ
し
て
こ
の
や
う
な
締
紳
は
、
様
涛
な

「
地
理
的
地
方
し
に
聴
い
て
特
定
な
刺
戟
の
下
で
、
個
別
酌
民
族
的
な
「
民
族
思
想
」
に
彫
成
さ
れ
る
。
こ
れ
に
解
し
て
入
文
地
理
學
の
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ラ
ッ
ツ
ェ
ル
は
、
こ
の
や
う
な
地
理
的
領
域
に
わ
た
る
特
殊
飽
な
文
化
形
態
の
続
開
的
分
布
に
つ
い
て
、
人
類
の
移
動
と
文
化
侮
播
に
よ

っ
て
こ
れ
を
論
明
し
た
。
ラ
ッ
ツ
エ
ル
に
よ
れ
ば
、
文
化
は
生
活
凝
望
の
嚢
展
の
預
鮎
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
從
っ
て
ま
た
地
理
と
楓
土

は
、
文
化
の
中
に
そ
の
絡
極
の
表
現
を
も
つ
と
い
は
れ
る
。
こ
の
や
う
に
し
て
彼
は
、
そ
の
「
民
族
學
」
（
H
Q
◎
q
◇
α
－
つ
◎
o
O
）
の
中
で
流
動
す
る

諸
雷
族
の
地
理
的
に
整
頓
さ
れ
た
等
化
の
瀬
踏
を
興
へ
て
る
る
が
、
そ
れ
ら
の
類
周
酌
關
係
は
人
類
の
移
住
一
徳
播
の
原
理
に
よ
っ
て
基

礎
づ
け
ら
れ
た
。
彼
に
と
っ
て
は
、
人
類
丈
化
は
地
球
上
の
一
つ
の
中
心
か
ら
簿
播
的
に
獲
馨
し
た
も
の
で
あ
り
、
か
か
る
瓦
窯
を
辿
る

こ
と
に
よ
っ
て
民
族
學
は
歴
肥
、
學
に
ま
で
成
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
從
っ
て
そ
の
顕
爵
は
人
類
の
歴
輿
で
あ
っ
た
。
こ
の
や
う
な
地
理

的
に
制
約
さ
れ
た
丈
化
σ
外
註
的
嚢
展
の
構
想
が
、
グ
ン
ー
プ
ナ
…
や
ア
ン
カ
ー
マ
ン
な
ど
に
よ
る
ド
イ
ツ
の
訴
霊
鑑
化
閥
理
論
に
饗
展

纏
承
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
請
し
て
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
の
中
心
的
隠
魚
は
、
人
類
の
魯
懸
的
心
選
の
法
則
に
基
く
二
化
の
一
般
的
饗
展
の
解
明
に
あ
っ
た
。
披

に
あ
っ
て
は
文
化
の
接
鱗
・
傳
播
の
寓
實
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
や
う
な
特
定
の
薫
別
的
縫
化
は
上
述
の
基
本
的
法
則
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
も

比
す
れ
ば
ど
こ
ま
で
も
從
鵬
的
だ
る
に
騒
ぎ
ず
、
そ
し
て
ま
た
個
凌
の
場
合
に
お
け
る
其
壁
的
な
讃
櫨
に
よ
っ
て
葦
葺
づ
け
ら
れ
な
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ぜ
　
　
も

ば
な
ら
な
い
と
し
て
み
る
。
地
理
學
藩
と
し
て
呂
識
し
た
ポ
ア
ズ
が
、
丈
化
の
分
布
・
傅
播
に
難
し
て
嚴
し
い
枇
制
的
態
度
を
保
持
し
得

た
の
商
、
バ
ス
テ
ィ
ア
ソ
の
か
か
る
見
解
に
深
く
影
響
さ
れ
て
る
る
の
を
認
め
て
も
誤
り
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
こ
の
や
う
な
批
劇
的
迂

路
を
遽
し
て
、
地
理
的
紺
碧
の
方
法
が
ポ
ア
ズ
の
人
類
學
的
研
究
の
領
城
に
再
び
取
ウ
上
げ
ら
れ
、
不
行
論
的
進
化
の
言
説
に
饗
す
る
批

鋼
的
原
理
と
な
っ
た
こ
と
は
、
更
に
後
に
明
か
に
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
兎
庶
流
、
ベ
ル
リ
ン
に
温
い
て
バ
ス
テ
ィ
ァ
ン
の
接
鱗
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
も
　
　
し

ょ
っ
て
褒
足
し
た
ポ
ア
ズ
の
學
問
的
生
涯
が
、
こ
こ
に
ド
イ
ツ
の
正
統
的
な
人
類
學
の
流
れ
の
中
に
破
を
汲
み
入
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
。

　
十
九
世
紀
の
七
・
八
牽
年
代
の
ド
イ
ツ
は
新
興
の
自
伝
な
塞
氣
に
満
ち
て
み
た
。
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
、
ラ
ッ
ツ
エ
ル
な
ど
の
獅
、
汎
な
幾
系

や
多
彩
な
理
論
納
問
題
の
譲
劇
と
展
開
さ
れ
て
る
る
受
認
的
風
土
の
中
に
あ
っ
て
、
若
き
ボ
ァ
ズ
が
自
ち
蕉
び
取
っ
た
こ
の
學
聞
的
な
位

　
　
　
フ
ラ
ン
ツ
。
濯
ア
ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罵
二
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哲
墨
欝
究
　
嬢
猟
群
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陀
欧

置
と
方
向
は
、
彼
の
全
猛
溌
の
嚢
展
の
上
に
電
大
な
殺
鋼
を
長
し
て
る
る
と
い
ふ
べ
く
、
ボ
ァ
ズ
の
見
解
の
全
驚
的
な
理
解
に
と
っ
て
、

　
　
　
　
　
で
　
　
も
　
　
や
　
　
も
　
　
う

わ
れ
わ
れ
の
炎
づ
第
一
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
◎

　
し
か
し
ボ
γ
ズ
の
こ
の
や
う
な
方
向
を
決
定
的
た
ら
し
め
た
現
實
的
契
機
と
し
て
は
、
副
八
八
三
一
八
四
年
に
わ
た
る
彼
の
パ
ッ
フ
ィ

ン
・
ラ
ン
ド
の
極
地
エ
ス
キ
モ
…
都
族
の
實
地
調
査
が
墾
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
地
方
の
様
々
の
部
族
の
風
習
・
侮
承
の
多

様
惟
に
煙
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ボ
γ
ズ
自
ら
の
語
る
如
く
、
入
開
文
化
に
喫
す
る
地
理
的
・
環
境
的
な
條
件
の
決
完
朗
制
約
に
賊
す
る

「
迷
蒙
」
が
目
畳
め
し
め
ら
れ
だ
。
そ
れ
は
文
化
の
創
造
的
条
件
を
な
す
も
の
で
は
な
く
、
箪
に
こ
れ
を
制
約
し
修
飾
骨
導
す
る
難
件
に

愚
ぜ
ぬ
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
。
こ
の
や
う
に
し
て
ポ
ア
ズ
は
、
地
蝿
學
的
立
場
か
ら
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
の
人
類
學
に
結
び
つ
く
に
至
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
も
　
し
　
む
　
も

の
で
あ
る
。
扁
八
八
五
年
に
書
か
れ
た
「
串
部
エ
ス
キ
モ
ー
し
の
細
口
酌
摺
究
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
丈
化
が
憾
典
的
生
協
の
結
果
で
あ

夢
、
從
っ
て
人
類
史
の
船
号
的
嚢
展
が
そ
の
比
較
を
通
じ
て
明
か
に
さ
れ
る
と
い
ふ
確
信
に
到
違
し
て
み
る
。
か
く
の
早
く
に
し
て
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
も

調
査
蕨
肴
は
、
ボ
／
ズ
の
樹
齢
に
と
っ
て
殆
ん
ど
決
定
的
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
彼
の
地
理
學
的
見
地
を
入
類
學
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
も
　
　
お
　
　
　
　
　
　
し
　
も
　
し
　
じ

中
心
的
課
題
の
中
に
蛮
展
せ
し
め
た
と
共
に
、
更
に
將
來
ポ
ア
ズ
を
ア
メ
3
ヵ
の
地
に
結
び
つ
け
る
機
縁
と
な
る
竜
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
も
　
　
し
　
　
う

て
こ
の
や
う
な
韓
機
、
が
、
ポ
ア
ズ
に
器
い
て
は
県
難
的
な
民
族
の
調
査
研
究
を
契
機
に
し
て
み
る
こ
と
竜
ま
た
、
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヨ

で
あ
ら
う
。
ポ
ア
ズ
の
見
解
が
常
に
事
實
の
綿
密
な
實
讃
酌
な
認
識
に
よ
っ
て
楡
誰
さ
れ
、
か
か
る
其
膿
的
な
事
解
が
ま
た
、
彼
の
批
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
う
　
　
し

的
認
識
の
反
省
さ
れ
た
方
法
に
よ
っ
て
銃
欄
さ
れ
て
る
る
と
こ
ろ
に
、
蜜
は
ボ
ァ
ズ
の
研
究
の
科
學
的
な
態
度
が
一
貫
し
て
あ
ち
は
れ
て

み
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
や
う
な
惹
味
に
お
い
て
、
ポ
ア
ズ
の
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
と
の
接
鰯
は
、
彼
の
人
類
學
的
研
究
の
商
魂
と
褒
展
と
に
罪
し
て
、
一
つ
の

鞍
馬
線
を
興
へ
た
も
の
と
い
ふ
こ
と
が
で
巻
る
。
當
時
に
お
い
て
民
族
文
化
の
理
解
に
と
っ
て
は
、
様
々
の
問
題
が
解
決
を
求
め
て
錯
綜

し
て
み
た
。
…
一
所
謂
文
化
の
猫
立
地
建
源
と
接
濁
・
樽
播
の
問
題
、
地
盤
的
環
境
の
丈
北
越
決
定
に
…
闘
す
る
問
題
、
人
…
闇
精
紳
の
許
漏
…

納
法
難
に
謝
す
る
心
蝿
酌
要
因
と
特
殊
的
な
文
化
の
歴
皮
緊
要
凶
、
等
の
諸
閤
題
が
、
ポ
ア
ズ
の
入
歯
畢
酌
研
究
に
聴
い
て
検
謹
・
解
決
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さ
る
べ
き
課
題
と
し
て
取
夢
上
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
飾
ら
の
問
題
は
、
當
時
に
あ
っ
て
は
人
類
の
讐
逓
的
国
史
の
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
む
　
　
　
　
　
も
　
　
ロ

鮒
の
嚢
見
と
い
ふ
方
向
に
從
っ
て
提
起
さ
れ
た
こ
と
は
、
醜
に
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
ポ
ア
ズ
も
ま
た
こ
れ
を
自
已
の
課
題
と
し
て
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
う
　
　
も

の
人
類
墜
に
お
い
て
纏
…
著
し
て
み
る
。
こ
の
や
う
な
問
題
を
、
費
灘
的
な
検
諦
を
逓
じ
て
洗
判
絢
に
螢
展
さ
せ
る
こ
と
が
、
蟹
は
ポ
ア
ズ

の
攣
問
的
経
歴
を
導
く
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
で
選
る
。
灘
　
ち
ポ
ア
ズ
に
驚
い
て
、
そ
の
様
鳶
の
文
化
的
領
域
に
わ
た
る
綿
密
な
費

讃
的
認
識
は
、
か
か
る
灘
論
的
課
題
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
と
同
時
に
、
麩
に
前
者
の
摯
実
を
癒
じ
て
そ
の
理
論
が
批
制
的
に
展
開
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
も
　
た
　
カ

の
で
あ
る
。
こ
の
や
う
に
し
て
人
類
焚
欝
欝
剤
の
理
念
は
、
ポ
ア
ズ
の
研
究
に
お
け
る
嵩
嚢
黙
を
な
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
生
平
の

う
　
　
も

饗
展
の
導
き
の
糸
と
な
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
ポ
ア
ズ
の
理
論
的
・
費
讃
的
な
研
究
を
相
互
に
画
質
せ
し
め
、
彼
の
「
思
欝

的
理
論
」
に
封
ず
る
闘
宰
と
い
ふ
一
貫
し
た
態
慶
を
基
礎
と
し
て
彫
威
さ
れ
た
、
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
か
く
の
如
く
に
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ポ
ア
ズ
に
響
い
て
張
い
理
論
的
志
肉
と
入
髪
旋
的
理
念
と
が
、
深
く
そ
の
見
解
を
支
持
し
て
み
る

こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
彼
を
つ
な
ぐ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
な
ど
の
滋
一
穏
ッ
パ
人
類
學
と
の
擬
鱗
の
中
に
そ

の
由
來
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
や
う
な
事
構
は
ま
た
、
　
一
八
八
六
年
・
英
領
繋
買
ム
ビ
ア
の
調
蕪
に
關
聯
し
て
、
彼
が
タ
イ
ラ
ー
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
む
　
　
し

の
接
近
の
機
魯
を
も
つ
た
審
實
に
よ
っ
て
も
覗
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
、
三
時
既
に
破
自
身
の
猫
肖
の
専
門
的
領
域
を
開
拓
し
つ
つ

あ
る
黒
い
ポ
ア
ズ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
支
配
的
な
學
問
的
潮
流
の
申
に
そ
の
身
を
置
い
て
み
る
こ
と
を
物
語
っ
て
み
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

藩
い
生
長
し
っ
っ
あ
る
精
紳
が
、
こ
の
や
う
な
謝
絶
的
風
土
か
ら
無
縁
で
あ
っ
た
な
ど
と
考
へ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
て
み
れ
ば
ポ
ア

ズ
の
學
閥
的
獲
展
は
、
か
か
る
問
題
を
批
滞
留
に
槍
饗
し
、
そ
の
理
論
を
「
思
無
雑
」
内
容
か
ら
解
放
し
て
、
そ
の
本
來
の
基
礎
の
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
う
　
　
う

猫
慮
の
方
向
を
典
へ
る
こ
と
に
導
い
て
積
み
上
げ
ら
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
や
う
な
意
味
で
ポ
ア
ズ
の
業
蹟
が
、
ド
イ
ツ
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
ち
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
し

頭
脳
に
ふ
さ
は
し
い
、
理
論
駒
・
科
學
的
な
探
求
で
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
許
さ
れ
ぬ
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
し
か
し
な
が
ら
ポ
ア
ズ
の
貢
獄
に
つ
い
て
、
ぴ
と
は
、
彼
が
人
糊
精
紳
の
肇
展
法
則
の
岡
式
を
否
定
し
て
、
専
ら
蟹
灘
的
な
掴
別
性
の
雁

わ
　
　
も

輿
的
認
識
に
集
中
し
た
勲
を
強
調
す
る
で
馬
あ
ら
う
。
ポ
ア
ズ
の
業
蹟
が
、
特
定
の
地
域
的
領
域
に
隈
定
さ
れ
た
文
化
の
細
肖
的
研
究
に

　
　
　
ツ
ラ
ン
ツ
・
ポ
ア
ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

騰
三



73g

　
　
　
哲
畢
研
究
　
第
照
胃
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滋
四
　
　
　
　
　
　
・

あ
の
、
個
別
的
な
文
化
的
特
色
の
蜜
誰
的
な
分
布
調
製
を
墓
礎
と
し
て
、
其
膿
的
な
交
化
の
継
娘
継
接
鯛
攣
動
を
誰
明
す
る
こ
と
に
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
も
　
　
も

た
の
は
、
領
し
為
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
慶
し
彼
の
批
判
的
研
究
を
、
だ
だ
と
の
や
う
に
否
定
的
・
溝
極
酌
に
の
み
解
す
る
な

ら
ば
、
ポ
ア
ズ
の
個
々
の
研
究
に
誇
け
る
努
力
を
見
喪
ふ
の
み
な
ら
す
、
彼
の
見
解
を
至
骸
と
し
て
理
解
す
る
研
以
で
は
な
い
で
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も

う
。
ポ
ア
ズ
の
多
方
面
に
わ
た
る
黒
糖
的
な
悩
別
研
究
は
、
ど
こ
ま
で
も
彼
の
理
論
的
課
題
の
舞
錐
と
し
て
展
開
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
し

方
向
づ
け
ら
れ
て
る
る
と
共
に
、
か
か
る
個
別
的
認
識
は
、
認
識
の
操
作
的
方
法
の
理
論
的
反
省
と
し
て
こ
れ
に
關
逸
し
て
み
る
。
ポ
ア

ズ
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
た
様
汝
の
蝿
族
調
査
の
新
し
い
方
法
と
、
文
化
理
解
に
和
す
る
新
し
い
問
題
早
起
と
は
、
蜜
に
か
か
る
理
論
的
關

聯
に
撃
っ
て
費
し
夕
げ
ら
れ
た
と
い
ふ
べ
く
、
そ
し
て
そ
の
導
き
と
な
っ
た
も
の
が
人
閣
の
聾
懸
的
理
念
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
そ
れ
故
に
、
ポ
ア
ズ
の
か
か
る
理
論
的
見
解
の
展
開
を
、
破
の
聖
蹟
に
醜
い
て
呉
盤
的
に
明
か
に
す
る
こ
と
が
、
わ

れ
わ
れ
の
課
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
今
差
し
當
っ
て
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
は
、
ポ
ア
ズ
の
理
論
的
志
向
と
入
類
學
的
課
題
の
方

向
が
、
彼
の
學
間
的
経
歴
の
端
初
の
中
に
深
く
由
画
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。
i
そ
し
て
こ
の
や
う
な
課
題
が
新
海
に
展
開
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
も
　
　
ち
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
や

れ
、
そ
の
楡
誰
の
地
盤
が
提
供
さ
れ
て
、
そ
の
研
究
の
蛮
展
に
機
縁
を
輿
へ
た
嶺
の
は
ポ
ア
ズ
の
新
大
陸
ア
メ
リ
カ
へ
の
移
佳
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）
‘
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一
）
　
、
、
類
皆
O
α
箕
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々
怨
築
一
戸
O
二
”
黛
蒔
L
ミ
ミ
へ
幾
ミ
ミ
鳳
曼
．
、
ミ
鳴
ミ
露
ミ
受
，
L
、
、
ミ
、
恕
ミ
㌧
窪
い
ミ
盛
、
b
N
題
飾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蕪
看
　
脚
戸
大
學
丈
珊
雄
部
〔
融
會
畢
〕
助
澱
號
）


